
 

 
 

品    名：2303-008_全体_00_490238-9_ぼんさい_h1・目次.doc 

オペレーター：千修デジタルワーキングルーム pd2-user 

プリント日時：2023/04/28 9:23:00 

 

 

 

 

＊当ファンドの仕組みは次のとおりです｡  
商 品 分 類 追加型投信／内外／債券 
信 託 期 間 2017年12月28日から2027年12月17日まで 

運 用 方 針 

・「パインブリッジ日本企業外貨建て社債
マザーファンド（以下、「マザーファンド」
といいます。）」への投資を通じて日系企業
（海外子会社等を含む）が発行する社債
（劣後債等を含む）を主要投資対象とし、
相対的に高水準かつ安定的な利子・配当等
収益（インカム収入）の獲得を図りつつ、
中長期的に信託財産の着実な成長を目指し
ます。 

＜為替ヘッジあり＞ 
・実質組入れの外資建て資産については、
為替変動リスクを低減するため、原則と
して為替ヘッジを行います。 

＜為替ヘッジなし＞ 
・実質組入れの外資建て資産については、
原則として為替ヘッジを行いません。 

主
要
運
用
対
象
 

パインブリッジ 
日本企業外貨建て 
社 債 フ ァ ン ド 
（為替ヘッジあり） 

マザーファンドを主要投資対象とします。 
パイ ン ブリッジ 
日本企業外貨建て 
社 債 フ ァ ン ド 
（為替ヘッジなし） 
パ イ ン ブリッジ 
日本企業外貨建て 
社債マザーファンド 

日系企業（海外子会社等を含む）が発行する
社債（劣後債等を含む）を主要投資対象と
します。 

組
 
入
 
制
 
限
 

パインブリッジ 
日本企業外貨建て 
社 債 フ ァ ン ド 
（為替ヘッジあり） 

・株式への実質投資は、転換社債の転換請求、
ならびに転換社債型新株予約権付社債の
新株予約権の行使により取得するものに
限り、実質投資割合は信託財産の純資産
総額の10％以下とします。 

・外貨建て資産への実質投資割合には、制
限を設けません。 

パイ ン ブリッジ 
日本企業外貨建て 
社 債 フ ァ ン ド 
（為替ヘッジなし） 

パ イ ン ブリッジ 
日本企業外貨建て 
社債マザーファンド 

・株式への投資は、転換社債の転換請求、
ならびに転換社債型新株予約権付社債の
新株予約権の行使により取得するものに
限り、投資割合は信託財産の純資産総額
の10％以下とします。 

・外貨建て資産への投資割合には、制限を
設けません。 

分 配 方 針 

毎年3、9月の各15日（休業日の場合は
翌営業日）に決算を行い、収益分配方針に
基づいて分配を行います。ただし、分配対
象額が少額の場合には、分配を行わないこ
とがあります。 

 

 

運用報告書(全体版)  
第11期 
 

(決算日：2023年3月15日) 
 

パインブリッジ日本企業 
外貨建て社債ファンド 

（為替ヘッジあり）／（為替ヘッジなし） 
＜愛称：ぼんさい＞ 

 
 受益者のみなさまへ  
  

 
 平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼
申し上げます。 
 「パインブリッジ日本企業外貨建て社債
ファンド（為替ヘッジあり）／（為替ヘッジ
なし）」は、2023年3月15日に第11期
の決算を行いましたので、第11期の運用
状況をご報告申し上げます｡ 
 今後とも一層のお引き立てを賜ります
ようお願い申し上げます。 

 
 

パインブリッジ・インベストメンツ株式会社
〒100-6813 東京都千代田区大手町一丁目３番１号 ＪＡビル 
 
お問い合わせ先・・・投資信託担当 
 電話番号／03-5208-5858 
 （受付時間／9：00～17：00（土､日､祝休日を除く）） 
 ホームページ／https://www.pinebridge.co.jp/ 
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パインブリッジ日本企業外貨建て社債ファンド（為替ヘッジあり）／（為替ヘッジなし）  愛称：ぼんさい 
 

－ 1 － 

 
投資環境 (2022年9月16日～2023年3月15日)  
 
＜債券市場＞ 
米国長期金利は期首よりタカ派的なFRB（米連邦準備制度理事会）高官発言、軟調な入札、堅調な
経済指標等を背景に上昇しました。その後タカ派的なFOMC（米連邦公開市場委員会）高官発言、
堅調な経済指標、軟調な入札を背景に再度上昇基調で推移する場面がありましたが、欧米の金融
システム不安を背景に期末にかけて急落し前期末比ではほぼ横ばいとなりました。 
日本企業発行の米国ドル建て社債・劣後債に関しては、信用スプレッド（国債への上乗せ金利）は
前期末比ではワイド化傾向で推移しました。 
＜為替市場＞ 
為替市場については、大幅な円高米国ドル安となりました。タカ派的な9月のFOMCの内容などを
受けて、期首から円安米国ドル高が進行、10月下旬には一時1米国ドル＝151円台まで円安が
進みました。しかしこのタイミングで日本の政府・日銀による巨額の円買い介入が行われたほか、
11月に入ると米国の利上げペース減速観測が高まったこと、そして12月には日銀の予想外の
金融緩和策の修正などもあり、1月中旬には1米国ドル＝130円割れとなりました。2月以降は、
米国での予想を上回る雇用関連指標や物価関連指標の発表を受けた長期金利の再上昇などを背景に
米国ドルがやや買い戻されたものの、前期末比では大幅な円高米国ドル安となりました。 
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－ 2 － 

 
運用経過 (2022年9月16日～2023年3月15日)  
 
 パインブリッジ日本企業外貨建て社債ファンド（為替ヘッジあり）  
 
基準価額等の推移  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 1 1 期首 ： 9,558円 
第 1 1 期末 ： 9,374円 
 (作成対象期間中の既払分配金：20円) 
騰 落 率 ： △1.7％ (分配金再投資ベース) 

 
(注1) 分配金再投資基準価額は、収益分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的な

パフォーマンスを示すものです。期首の基準価額をもとに指数化しています。 
(注2) 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も

異なります。従って、各お客様の損益の状況を示すものではありません。 
 
基準価額の主な変動要因  
 
当ファンドの投資対象である「パインブリッジ日本企業外貨建て社債マザーファンド」保有の
日本企業発行の米国ドル建て社債・劣後債の価格が軟調に推移したことで、基準価額は前期末比
では下落しました。 
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パインブリッジ日本企業外貨建て社債ファンド（為替ヘッジあり）／（為替ヘッジなし）  愛称：ぼんさい 
 

－ 3 － 

 
分配金の状況  
 
当期の収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、運用状況等を勘案して第11期20円
（元本1万口当たり課税前）とさせていただきました。なお、分配に充てなかった収益につきましては、
信託財産中に留保し、元本部分と同一の運用を行うことといたします。 
 
分配原資の内訳 (単位：円・％、1万口当たり、税引前) 
 

項  目 第11期 
2022年9月16日～2023年3月15日 

当期分配金 20 
 (対基準価額比率) 0.213 
 当期の収益 20 
 当期の収益以外 － 
翌期繰越分配対象額 1,445 
(注1) ｢ 当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」と「経費控除後・繰越欠損補填後の売買益(含、評価益)」から、それぞれ当期の分配に

充当した額の合計を表示しています。なお、「当期の収益」「当期の収益以外」は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分
配金と一致しない場合があります。 

(注2) 当 期分配金の対基準価額比率は当期分配金(税込み)の期末基準価額(分配金込み)に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 
 
 



 

 

 

品    名：2303-008_全体_01_490238-490239_ぼんさい_ベビー.doc 

オペレーター：千修デジタルワーキングルーム pd2-user 

プリント日時：2023/04/28 9:23:00 

 

－ 4 － 

 
 パインブリッジ日本企業外貨建て社債ファンド（為替ヘッジなし）  
 
基準価額等の推移  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 1 1 期首 ： 13,238円 
第 1 1 期末 ： 12,500円 
 (作成対象期間中の既払分配金：20円) 
騰 落 率 ： △5.4％ (分配金再投資ベース) 

 
(注1) 分配金再投資基準価額は、収益分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的な

パフォーマンスを示すものです。期首の基準価額をもとに指数化しています。 
(注2) 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も

異なります。従って、各お客様の損益の状況を示すものではありません。 
 
基準価額の主な変動要因  
 
当ファンドの投資対象である「パインブリッジ日本企業外貨建て社債マザーファンド」保有の
日本企業発行の米国ドル建て社債・劣後債の価格が軟調に推移したことに加えて、為替市場が
円高米国ドル安となったことで、基準価額は前期末比では下落しました。 
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パインブリッジ日本企業外貨建て社債ファンド（為替ヘッジあり）／（為替ヘッジなし）  愛称：ぼんさい 
 

－ 5 － 

 
分配金の状況  
 
当期の収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、運用状況等を勘案して第11期20円
（元本1万口当たり課税前）とさせていただきました。なお、分配に充てなかった収益につきましては、
信託財産中に留保し、元本部分と同一の運用を行うことといたします。 
 
分配原資の内訳 (単位：円・％、1万口当たり、税引前) 
 

項  目 第11期 
2022年9月16日～2023年3月15日 

当期分配金 20 
 (対基準価額比率) 0.160 
 当期の収益 20 
 当期の収益以外 － 
翌期繰越分配対象額 3,625 
(注1) ｢ 当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」と「経費控除後・繰越欠損補填後の売買益(含、評価益)」から、それぞれ当期の分配に

充当した額の合計を表示しています。なお、「当期の収益」「当期の収益以外」は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分
配金と一致しない場合があります。 

(注2) 当 期分配金の対基準価額比率は当期分配金(税込み)の期末基準価額(分配金込み)に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 
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運用経過  
 
＜為替ヘッジあり＞ 
期中を通じて「パインブリッジ日本企業外貨建て社債マザーファンド」への投資を高位に維持
しました。また、為替については、当ファンドの基本方針通りに、対円でのヘッジを行いました。 
＜為替ヘッジなし＞ 
期中を通じて「パインブリッジ日本企業外貨建て社債マザーファンド」への投資を高位に維持
しました。 
＜パインブリッジ日本企業外貨建て社債マザーファンド＞ 
当ファンドの運用方針に従い、組入銘柄については、日系企業（海外子会社等を含みます。）が
発行する社債（劣後債等を含みます。）を主要投資対象とし、相対的に高水準かつ安定的な
利子・配当等収益（インカム収入）の獲得を図りつつ、中長期的に信託財産の着実な成長を目指し
ました。 
  
今後の市況見通しと運用方針   
 
今後の市況見通し  
 
米国金利は、主要国における緩やかな景気減速、グローバルな財政・金融政策、金融システムを
巡る動向等を背景に当面レンジ内での推移が継続すると考えています。 
米国ドル円については、両国金融政策に対する見通しや新型肺炎、地政学リスクの台頭等を巡る
動向から、レンジ内での推移が続くと見られます。 
 
運用方針  
 
＜為替ヘッジあり＞ 
当ファンドの基本方針に従い、「パインブリッジ日本企業外貨建て社債マザーファンド」を高位
に組入れ、安定した収益の確保を目指します。実質組入れの外貨建て資産については、為替変動
リスクを低減するため、原則として為替のヘッジを行います。 
＜為替ヘッジなし＞ 
当ファンドの基本方針に従い、「パインブリッジ日本企業外貨建て社債マザーファンド」を高位
に組入れ、安定した収益の確保を目指します。 
＜マザーファンド＞ 
投資環境の変化には引き続き注意を払う必要があると見ていますが、現在のポートフォリオ特性を
今後も原則維持する方針です。 
日系企業（海外子会社等を含みます。）が発行する社債（劣後債等を含みます。）を主要投資対象
とし、ESGの観点も考慮した銘柄選択を行いながら、相対的に高水準かつ安定的な利子・配当等
収益（インカム収入）の獲得を図りつつ、中長期的に信託財産の着実な成長を目指します。 
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パインブリッジ日本企業外貨建て社債ファンド（為替ヘッジあり）／（為替ヘッジなし）  愛称：ぼんさい 
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 パインブリッジ日本企業外貨建て社債ファンド（為替ヘッジあり）  
 
◆最近5期の運用実績 
 

決  算  期 
基 準 価 額 

債  券 
組入比率 

純資産 
総 額 (分配落) 

 
税 込 
分配金 

期 中 
騰落率 

 円 円 ％ ％ 百万円 
第 7期(2021年3月15日) 10,551 20 △2.2 98.3 1,395 
第 8期(2021年9月15日) 10,737 20 2.0 94.9 1,252 
第 9期(2022年3月15日) 10,060 20 △6.1 98.0 988 
第10期(2022年9月15日) 9,558 20 △4.8 97.4 750 
第11期(2023年3月15日) 9,374 20 △1.7 91.4 697 

(注1) 基準価額の騰落率は分配金込み。 
(注2) 当ファンドは、親投資信託を組入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しています。 
(注3) 当ファンドは、適切に比較できる指数がないため、ベンチマーク等はありません。 

 
◆当期中の基準価額と市況等の推移 
 

年  月  日 
基 準 価 額 債  券 

組入比率  騰落率 
(期 首) 円 ％ ％ 

2022年9月15日 9,558 － 97.4 
9月末 9,378 △1.9 90.3 
10月末 9,197 △3.8 90.4 
11月末 9,334 △2.3 87.3 
12月末 9,400 △1.7 85.4 

2023年1月末 9,553 △0.1 87.1 
2月末 9,409 △1.6 92.6 
(期 末)    

2023年3月15日 9,394 △1.7 91.4 
(注1) 騰落率は期首比です。 
(注2) 当ファンドは、親投資信託を組入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しています。 
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(注1) 費用は、1万口当たりの費用明細において用いた
簡便法により算出したものです。 

(注2) 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託
手数料および有価証券取引税を含みません。 

(注3) 各比率は、年率換算した値です。 
(注4) 上記の前提条件で算出したものです。このため、

これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。 

◆1万口(元本10,000円)当たりの費用明細 (2022年9月16日～2023年3月15日) 
 

項  目 
第11期 

(2022.9.16～2023.3.15) 項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

信託報酬 42円 0.453％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 
   期中の平均基準価額は9,378円です。 
 (投信会社) （21） （0.229） 委託した資金の運用、交付運用報告書等の作成等の対価 
 (販売会社) （19） （0.207） 交付運用報告書等各種資料の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の情報提供等の対価 
 (受託会社) （2） （0.016） 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行等の対価 
その他費用 1  0.012  その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数 
 (保管費用) （1） （0.006） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の送金・資産の移転に要する費用 
 (監査費用) （1） （0.005） 監査費用は、監査法人に支払われる当ファンドの監査費用 
 (その他) （0） （0.001）  
合  計 43円 0.465％  

(注1) 期中の費用(消費税のかかるものは消費税を含む)は追加・解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。
また、各項目ごとに円未満は四捨五入しています。なお、その他費用は、このファンドが組入れているマザーファンドが支払った金
額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

(注2) 比率は1万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 
 
 

＜参考情報＞総経費率 
 
当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および
有価証券取引税を除きます。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（1口当たり）を
乗じた数で除した総経費率（年率）は0.93％です。 
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◆売買および取引の状況 (2022年9月16日～2023年3月15日) 
 
【親投資信託受益証券の設定、解約状況】 
 

 設   定 解   約 
口  数 金  額 口  数 金  額 

 千口 千円 千口 千円 
パインブリッジ日本企業外貨建て社債マザーファンド 22,106 29,500 38,361 52,000 
(注) 単位未満は切捨て。 

 
◆利害関係人との取引状況等 (2022年9月16日～2023年3月15日) 
 
【パインブリッジ日本企業外貨建て社債ファンド（為替ヘッジあり）】 
当期における利害関係人との取引等はありません。 
※利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 
 
【パインブリッジ日本企業外貨建て社債マザーファンド】 
当期における利害関係人との取引等はありません。 
※利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 
◆組入資産の明細 (2023年3月15日現在) 
 
【親投資信託残高】 
 

種    類 期首(前期末) 当 期 末 
口  数 口  数 評 価 額 

 千口 千口 千円 
パインブリッジ日本企業外貨建て社債マザーファンド 533,950 517,694 688,223 
(注) 単位未満は切捨て。 

 
◆投資信託財産の構成 (2023年3月15日現在) 
 

項    目 当  期  末 
評 価 額 比 率 

 千円 ％ 
パインブリッジ日本企業外貨建て社債マザーファンド 688,223 98.0 
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 13,732 2.0 
投 資 信 託 財 産 総 額 701,955 100.0 

(注1) 評価額の単位未満は切捨て。 
(注2) パインブリッジ日本企業外貨建て社債マザーファンドにおいて、当期末における外貨建て純資産(1,493,691千円)の投資信託財産総

額(1,510,685千円)に対する比率は98.9％です。 
(注3) 外貨建て資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、当期末における邦貨換算

レートは、1米国ドル=134.62円です。 
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◆資産、負債、元本および基準価額の状況 
 

(2023年3月15日現在) 
 

項     目 当  期  末 

   円 

(A) 資 産  1,380,736,998  

 コ ー ル ・ ロ ー ン 等  7,150,311  

 パ イ ン ブ リ ッ ジ 日 本 企 業 
外貨建て社債マザーファンド(評価額)  688,223,625  

 未 収 入 金  685,363,062  

(B) 負 債  683,589,767  

 未 払 金  678,808,482  

 未 払 収 益 分 配 金  1,487,397  

 未 払 信 託 報 酬  3,254,727  

 未 払 利 息  9  

 そ の 他 未 払 費 用  39,152  

(C) 純 資 産 総 額 ( A - B )  697,147,231  

 元 本  743,698,902  

 次 期 繰 越 損 益 金 △ 46,551,671  

(D) 受 益 権 総 口 数  743,698,902口 

 1万口当たり基準価額(C/D)  9,374円 
<注記事項（当運用報告書作成時点では監査未了です。）> 
 期首元本額 784,752,017円 
 期中追加設定元本額 8,689,123円 
 期中一部解約元本額 49,742,238円 
 1口当たり純資産額 0.9374円 
 元本の欠損金額 46,551,671円 

◆損益の状況 
 

(2022年9月16日～2023年3月15日) 
 

項     目 当     期 
    円 
(A) 配 当 等 収 益  △ 3,632  
 支 払 利 息  △ 3,632  
(B) 有 価 証 券 売 買 損 益  △ 8,934,832  
 売 買 益   34,581,973  
 売 買 損  △ 43,516,805  
(C) 信 託 報 酬 等  △ 3,299,819  
(D) 当期損益金 ( A + B + C )  △ 12,238,283  
(E) 前 期 繰 越 損 益 金  △ 57,070,276  
(F) 追 加 信 託 差 損 益 金   24,244,285  
 ( 配 当 等 相 当 額 ) ( 33,835,839) 
 ( 売 買 損 益 相 当 額 ) (△ 9,591,554) 
(G) 計 ( D + E + F )  △ 45,064,274  
(H) 収 益 分 配 金  △ 1,487,397  
 次期繰越損益金(G+H )  △ 46,551,671  
 追 加 信 託 差 損 益 金   24,244,285  
 ( 配 当 等 相 当 額 ) ( 33,858,992) 
 ( 売 買 損 益 相 当 額 ) (△ 9,614,707) 
 分 配 準 備 積 立 金   73,662,625  
 繰 越 損 益 金  △ 144,458,581  
(注1) (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みま

す。 
(注2) (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含め

て表示しています。 
(注3) (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追

加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 
 
(分配金の計算過程) 
 第11期 
a.配当等収益(費用控除後) 9,692,639円 
b.有価証券売買損益(費用控除後) 0円 
c.信託約款に規定する収益調整金 33,858,992円 
d.信託約款に規定する分配準備積立金 65,457,383円 
e.分配対象収益(a+b+c+d) 109,009,014円 
f.分配金 1,487,397円 
g.分配金(1万口当たり) 20円 
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◆分配金のお知らせ 
 

1万口当たり分配金 
第11期 
20円 

 
◇分配金をお支払いする場合 
分配金は、原則として決算日から起算して、5営業日までにお支払いいたします。 
◇分配金を再投資する場合 
分配金は、各決算日現在の基準価額に基づいて、税金を差し引いた後、みなさまの口座に繰り入れて再投資
いたしました。 
◇分配金に対する税金は次のとおりです。 
普通分配金について、所得税15％に2.1％の率を乗じた復興特別所得税が付加され、個人の受益者に対して
20.315％（所得税15％、復興特別所得税0.315％、地方税5％）、法人の受益者に対して15.315％（所得税
15％、復興特別所得税0.315％）の率による源泉徴収が行われます。 
なお、元本払戻金（特別分配金）には課税されません。 
個人の受益者の場合は、原則として確定申告は必要ありません。 
※元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、個別元本から元本払戻金（特別分配金）を控除した額が
その後の新たな個別元本となります。 
※税法が改正された場合等においては、上記内容が変更になることがあります。 
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 パインブリッジ日本企業外貨建て社債ファンド（為替ヘッジなし）  
 
◆最近5期の運用実績 
 

決  算  期 
基 準 価 額 

債  券 
組入比率 

純資産 
総 額 (分配落) 

 
税 込 
分配金 

期 中 
騰落率 

 円 円 ％ ％ 百万円 
第 7期(2021年3月15日) 10,972 20 1.3 97.6 1,367 
第 8期(2021年9月15日) 11,253 20 2.7 94.6 1,124 
第 9期(2022年3月15日) 11,414 20 1.6 94.8 943 
第10期(2022年9月15日) 13,238 20 16.2 97.1 1,014 
第11期(2023年3月15日) 12,500 20 △5.4 92.3 824 

(注1) 基準価額の騰落率は分配金込み。 
(注2) 当ファンドは、親投資信託を組入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しています。 
(注3) 当ファンドは、適切に比較できる指数がないため、ベンチマーク等はありません。 

 
◆当期中の基準価額と市況等の推移 
 

年  月  日 
基 準 価 額 債  券 

組入比率  騰落率 
(期 首) 円 ％ ％ 

2022年9月15日 13,238 － 97.1 
9月末 13,135 △0.8 89.3 
10月末 13,228 △0.1 87.0 
11月末 12,634 △4.6 88.3 
12月末 12,202 △7.8 98.2 

2023年1月末 12,264 △7.4 90.7 
2月末 12,667 △4.3 91.6 
(期 末)    

2023年3月15日 12,520 △5.4 92.3 
(注1) 騰落率は期首比です。 
(注2) 当ファンドは、親投資信託を組入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しています。 
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(注1) 費用は、1万口当たりの費用明細において用いた
簡便法により算出したものです。 

(注2) 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託
手数料および有価証券取引税を含みません。 

(注3) 各比率は、年率換算した値です。 
(注4) 上記の前提条件で算出したものです。このため、

これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。 

◆1万口(元本10,000円)当たりの費用明細 (2022年9月16日～2023年3月15日) 
 

項  目 
第11期 

(2022.9.16～2023.3.15) 項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

信託報酬 57円 0.453％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 
   期中の平均基準価額は12,688円です。 
 (投信会社) （29） （0.229） 委託した資金の運用、交付運用報告書等の作成等の対価 
 (販売会社) （26） （0.207） 交付運用報告書等各種資料の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の情報提供等の対価 
 (受託会社) （2） （0.016） 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行等の対価 
その他費用 2  0.012  その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数 
 (保管費用) （1） （0.006） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の送金・資産の移転に要する費用 
 (監査費用) （1） （0.005） 監査費用は、監査法人に支払われる当ファンドの監査費用 
合  計 59円 0.465％  

(注1) 期中の費用(消費税のかかるものは消費税を含む)は追加・解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。
また、各項目ごとに円未満は四捨五入しています。なお、その他費用は、このファンドが組入れているマザーファンドが支払った金
額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

(注2) 比率は1万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 
 
 

＜参考情報＞総経費率 
 
当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および
有価証券取引税を除きます。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（1口当たり）を
乗じた数で除した総経費率（年率）は0.93％です。 
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◆売買および取引の状況 (2022年9月16日～2023年3月15日) 
 
【親投資信託受益証券の設定、解約状況】 
 

 設   定 解   約 
口  数 金  額 口  数 金  額 

 千口 千円 千口 千円 
パインブリッジ日本企業外貨建て社債マザーファンド 7,175 10,000 108,421 141,500 
(注) 単位未満は切捨て。 

 
◆利害関係人との取引状況等 (2022年9月16日～2023年3月15日) 
 
【パインブリッジ日本企業外貨建て社債ファンド（為替ヘッジなし）】 
当期における利害関係人との取引等はありません。 
※利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 
 
【パインブリッジ日本企業外貨建て社債マザーファンド】 
当期における利害関係人との取引等はありません。 
※利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 
◆組入資産の明細 (2023年3月15日現在) 
 
【親投資信託残高】 
 

種    類 期首(前期末) 当 期 末 
口  数 口  数 評 価 額 

 千口 千口 千円 
パインブリッジ日本企業外貨建て社債マザーファンド 719,884 618,638 822,418 
(注) 単位未満は切捨て。 

 
◆投資信託財産の構成 (2023年3月15日現在) 
 

項    目 当  期  末 
評 価 額 比 率 

 千円 ％ 
パインブリッジ日本企業外貨建て社債マザーファンド 822,418 99.0 
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 7,917 1.0 
投 資 信 託 財 産 総 額 830,335 100.0 

(注1) 評価額の単位未満は切捨て。 
(注2) パインブリッジ日本企業外貨建て社債マザーファンドにおいて、当期末における外貨建て純資産(1,493,691千円)の投資信託財産総

額(1,510,685千円)に対する比率は98.9％です。 
(注3) 外貨建て資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、当期末における邦貨換算

レートは、1米国ドル=134.62円です。 
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◆資産、負債、元本および基準価額の状況 
 

(2023年3月15日現在) 
 

項     目 当  期  末 

   円 

(A) 資 産  830,335,411  

 コ ー ル ・ ロ ー ン 等  7,916,829  

 パ イ ン ブ リ ッ ジ 日 本 企 業 
外貨建て社債マザーファンド(評価額)  822,418,582  

(B) 負 債  5,543,680  

 未 払 収 益 分 配 金  1,319,656  

 未 払 信 託 報 酬  4,173,786  

 未 払 利 息  10  

 そ の 他 未 払 費 用  50,228  

(C) 純 資 産 総 額 ( A - B )  824,791,731  

 元 本  659,828,187  

 次 期 繰 越 損 益 金  164,963,544  

(D) 受 益 権 総 口 数  659,828,187口 

 1万口当たり基準価額(C/D)  12,500円 

<注記事項（当運用報告書作成時点では監査未了です。）> 
 期首元本額 766,409,063円 
 期中追加設定元本額 25,218,850円 
 期中一部解約元本額 131,799,726円 
 1口当たり純資産額 1.2500円 

◆損益の状況 
 

(2022年9月16日～2023年3月15日) 
 

項     目 当     期 
    円 
(A) 配 当 等 収 益  △ 1,812  
 支 払 利 息  △ 1,812  
(B) 有 価 証 券 売 買 損 益  △ 43,478,684  
 売 買 益   8,772,799  
 売 買 損  △ 52,251,483  
(C) 信 託 報 酬 等  △ 4,224,014  
(D) 当期損益金 ( A + B + C )  △ 47,704,510  
(E) 前 期 繰 越 損 益 金   186,964,408  
(F) 追 加 信 託 差 損 益 金   27,023,302  
 ( 配 当 等 相 当 額 ) ( 41,845,443) 
 ( 売 買 損 益 相 当 額 ) (△ 14,822,141) 
(G) 計 ( D + E + F )   166,283,200  
(H) 収 益 分 配 金  △ 1,319,656  
 次期繰越損益金(G+H )   164,963,544  
 追 加 信 託 差 損 益 金   27,023,302  
 ( 配 当 等 相 当 額 ) ( 41,912,619) 
 ( 売 買 損 益 相 当 額 ) (△ 14,889,317) 
 分 配 準 備 積 立 金   197,286,601  
 繰 越 損 益 金  △ 59,346,359  
(注1) (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みま

す。 
(注2) (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含め

て表示しています。 
(注3) (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追

加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 
 
(分配金の計算過程) 
 第11期 
a.配当等収益(費用控除後) 11,641,849円 
b.有価証券売買損益(費用控除後) 0円 
c.信託約款に規定する収益調整金 41,912,619円 
d.信託約款に規定する分配準備積立金 186,964,408円 
e.分配対象収益(a+b+c+d) 240,518,876円 
f.分配金 1,319,656円 
g.分配金(1万口当たり) 20円 
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◆分配金のお知らせ 
 

1万口当たり分配金 
第11期 
20円 

 
◇分配金をお支払いする場合 
分配金は、原則として決算日から起算して、5営業日までにお支払いいたします。 
◇分配金を再投資する場合 
分配金は、各決算日現在の基準価額に基づいて、税金を差し引いた後、みなさまの口座に繰り入れて再投資
いたしました。 
◇分配金に対する税金は次のとおりです。 
普通分配金について、所得税15％に2.1％の率を乗じた復興特別所得税が付加され、個人の受益者に対して
20.315％（所得税15％、復興特別所得税0.315％、地方税5％）、法人の受益者に対して15.315％（所得税
15％、復興特別所得税0.315％）の率による源泉徴収が行われます。 
なお、元本払戻金（特別分配金）には課税されません。 
個人の受益者の場合は、原則として確定申告は必要ありません。 
※元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、個別元本から元本払戻金（特別分配金）を控除した額が
その後の新たな個別元本となります。 
※税法が改正された場合等においては、上記内容が変更になることがあります。 
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パインブリッジ日本企業外貨建て社債マザーファンド 
運用報告書《第11期》 

 
決算日 2023年3月15日 

(計算期間：2022年9月16日～2023年3月15日) 
 

受益者のみなさまへ 
 

「パインブリッジ日本企業外貨建て社債マザーファンド」は、2023年3月15日に第11期の決算を
行いました。 
以下、法令・諸規則に基づき、当マザーファンドの第11期の運用状況をご報告申し上げます。 
 
当マザーファンドの仕組みは次のとおりです。  

運 用 方 針 

①日系企業（海外子会社等を含みます。）が発行する社債（劣後債等を含みま
す。）を主要投資対象とし、相対的に高水準かつ安定的な利子・配当等収益
（インカム収入）の獲得を図りつつ、中長期的に信託財産の着実な成長を目
指します。 

②外貨建て資産については、原則として為替ヘッジは行いません。 
③資金動向、市況動向、残存信託期間等によっては、上記のような運用ができ
ない場合があります。 

主要運用対象 日系企業（海外子会社等を含みます。）が発行する社債（劣後債等を含みます。）を主要投資対象とします。 

組 入 制 限 

・株式への投資は、転換社債の転換請求、ならびに転換社債型新株予約権付
社債の新株予約権の行使により取得するものに限り、投資割合は信託財産の
純資産総額の10％以下とします。 

・外貨建て資産への投資割合には、制限を設けません。 
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◆最近5期の運用実績 
 

決  算  期 
基 準 価 額 

債  券 
組入比率 

純資産 
総 額  期 中 

騰落率 

 円 ％ ％ 百万円 

第 7期(2021年3月15日) 11,388 1.7 97.3 2,781 

第 8期(2021年9月15日) 11,746 3.1 95.2 2,365 

第 9期(2022年3月15日) 11,977 2.0 95.7 1,946 

第10期(2022年9月15日) 13,986 16.8 97.8 1,753 

第11期(2023年3月15日) 13,294 △4.9 92.6 1,510 
(注) 当ファンドは、適切に比較できる指数がないため、ベンチマーク等はありません。 

 
◆当期中の基準価額と市況等の推移 
 

年  月  日 
基 準 価 額 債  券 

組入比率  騰落率 

(期 首) 円 ％ ％ 

2022年9月15日 13,986 － 97.8 

9月末 13,880 △0.8 91.0 

10月末 13,992 0.0 88.3 

11月末 13,369 △4.4 88.4 

12月末 12,933 △7.5 88.2 

2023年1月末 13,009 △7.0 90.8 

2月末 13,444 △3.9 91.7 

(期 末)    

2023年3月15日 13,294 △4.9 92.6 
(注) 騰落率は期首比です。 
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運用経過 (2022年9月16日～2023年3月15日)  
 
基準価額の推移  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
金利為替市場では、米国金利はほぼ横ばいとなった一方、円高米国ドル安となりました。クレジット
市場では、日本企業発行の米国ドル建て社債・劣後債の信用スプレッドは前期末比ではワイド化
傾向で推移しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
投資環境は1ページ、運用経過は6ページ、今後の市況見通しと運用方針は6ページをご参照ください。 
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◆1万口(元本10,000円)当たりの費用明細 (2022年9月16日～2023年3月15日) 
 

項  目 
第11期 

(2022.9.16～2023.3.15) 項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

   期中の平均基準価額は13,437円です。 
その他費用 1円 0.006％ その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数 
 (保管費用) （1） （0.006） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の送金・資産の移転に要する費用 
合  計 1円 0.006％  

(注1) 期中の費用(消費税のかかるものは消費税を含む。)は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果で
す。また、各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

(注2) 比率は1万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 

 
◆売買および取引の状況 (2022年9月16日～2023年3月15日) 
 
【公社債】 
 

    買 付 額 売 付 額 

外 
 
国 

   千米国ドル 千米国ドル 

 ア メ リ カ 特 殊 債 券 － － 
   (350)
  社債券(投資法人債券を含む) － 191 
   (950)

(注1) 金額は受渡代金。(経過利子分は含まれていません。) 
(注2) 単位未満は切捨て。 
(注3) (  )内は償還等による増減分で、上段の数字には含まれていません。 
(注4) 社債券(投資法人債券を含む)には新株予約権付社債(転換社債)は含まれていません。 
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◆主要な売買銘柄 (2022年9月16日～2023年3月15日) 
 
【公社債】 
 

買      付 売      付 

銘     柄 金  額 銘     柄 金  額 

 千円  千円 

－ － FUKOKU MUTUAL LIFE INSUR 5％(アメリカ) 24,985 
(注1) 金額は受渡代金。(経過利子分は含まれていません。) 
(注2) 単位未満は切捨て。 
(注3) 国内の現先取引によるものは含まれていません。 

 
◆利害関係人との取引状況等 (2022年9月16日～2023年3月15日) 
 
当期における利害関係人との取引はありません。 
※利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 
◆組入資産の明細 (2023年3月15日現在) 
 
【外国(外貨建)公社債(種類別)】 
 

区    分 額面金額 
評  価  額 

組入比率 う ち B B 格 以下組入比率 
残存期間別組入比率 

外貨建金額 邦貨換算金額 5年以上 2年以上 2年未満 

 千米国ドル 千米国ドル 千円 ％ ％ ％ ％ ％ 

ア メ リ カ 11,120 10,390 1,398,732 92.6 － 51.6 32.1 8.8 
(注1) 邦貨換算金額は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。 
(注2) 組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。 
(注3) 額面・評価額の単位未満は切捨て。 
(注4) －印は組入れなし。 
(注5) 評価については金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しています。 
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【外国(外貨建)公社債(銘柄別)】 
 

種 類 銘 柄 名 利 率 額面金額 
評  価  額 

償還年月日 
外貨建金額 邦貨換算金額 

 (アメリカ) ％ 千米国ドル 千米国ドル 千円  

特 殊 債 券 JAPAN FIN ORG MUNICIPAL 2.375 200 192 25,871 2025/02/13 

(除く金融債) JAPAN INT'L COOP AGENCY 1.000 200 158 21,331 2030/07/22 

 JPN BANK FOR INT'L COOP 2.875 200 187 25,306 2027/07/21 

 JPN BANK FOR INT'L COOP 2.000 100 86 11,634 2029/10/17 

普 通 社 債 券 AMERICAN HONDA FINANCE 1.200 200 184 24,851 2025/07/08 

(含む投資法人債券) CENTRAL NIPPON EXPRESSWY 0.894 200 180 24,298 2025/12/10 

 CHUGOKU ELECTRIC POWER 3.488 420 413 55,720 2024/02/28 

 CHUGOKU ELECTRIC POWER 2.401 400 385 51,845 2024/08/27 

 DAI-ICHI LIFE INSURANCE 4.000 1,150 1,066 143,620 － 

 FUKOKU MUTUAL LIFE INSURANCE 5.000 1,000 961 129,487 － 

 MEIJI YASUDA LIFE INSURANCE 5.200 1,050 1,014 136,528 2045/10/20 

 MITSUBISHI UFJ FIN GRP 3.287 900 837 112,768 2027/07/25 

 MITSUI SUMITOMO INSURANCE 4.950 200 192 25,847 － 

 MIZUHO FINANCIAL GROUP 3.170 900 826 111,235 2027/09/11 

 NIPPON LIFE INSURANCE 4.000 1,050 967 130,235 2047/09/19 

 NIPPON LIFE INSURANCE 3.400 100 86 11,585 2050/01/23 

 NTT FINANCE CORP 1.162 400 356 47,993 2026/04/03 

 SOMPO JAPAN NIPPONKOA 5.325 250 247 33,369 2073/03/28 

 SUMITOMO LIFE INSURANCE 4.000 1,000 922 124,132 2077/09/14 

 SUMITOMO MITSUI FINL GRP 3.364 900 835 112,486 2027/07/12 

 TOYOTA MOTOR CREDIT CORP 3.400 200 194 26,188 2025/04/14 

 TOYOTA MOTOR CREDIT CORP 3.375 100 92 12,395 2030/04/01 

 合   計    1,398,732  
(注1) 邦貨換算金額は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。 
(注2) 額面・評価額の単位未満は切捨て。 
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◆投資信託財産の構成 (2023年3月15日現在) 
 

項    目 
当  期  末 

評 価 額 比 率 
 千円 ％ 

公 社 債 1,398,732 92.6 
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 111,953 7.4 
投 資 信 託 財 産 総 額 1,510,685 100.0 

(注1) 評価額の単位未満は切捨て。 
(注2) 当期末における外貨建て純資産(1,493,691千円)の投資信託財産総額(1,510,685千円)に対する比率は98.9％です。 
(注3) 外貨建て資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、当期末における邦貨換算

レートは、1米国ドル=134.62円です。 
 

◆資産、負債、元本および基準価額の状況 
 

(2023年3月15日現在) 
 

項     目 当  期  末 

   円 

(A) 資 産  1,510,685,117  

 コ ー ル ・ ロ ー ン 等  100,932,220  

 公 社 債 ( 評 価 額 )  1,398,732,278  

 未 収 利 息  11,020,619  

(B) 負 債  23  

 未 払 利 息  23  

(C) 純 資 産 総 額 ( A - B )  1,510,685,094  

 元 本  1,136,333,841  

 次 期 繰 越 損 益 金  374,351,253  

(D) 受 益 権 総 口 数  1,136,333,841口 

 1万口当たり基準価額(C/D)  13,294円 
<注記事項> 
期首元本額 1,253,834,996円 
期中追加設定元本額 29,281,885円 
期中一部解約元本額 146,783,040円 
1口当たり純資産額 1.3294円 
期末における元本の内訳  
パインブリッジ日本企業外貨建て社債ファンド(為替ヘッジあり) 517,694,919円 
パインブリッジ日本企業外貨建て社債ファンド(為替ヘッジなし) 618,638,922円 

◆損益の状況 
 

(2022年9月16日～2023年3月15日) 
 

項     目 当     期 
    円 
(A) 配 当 等 収 益   29,727,534  
 受 取 利 息   29,729,227  
 支 払 利 息  △ 1,693  
(B) 有 価 証 券 売 買 損 益  △ 118,531,876  
 売 買 益   2,956,896  
 売 買 損  △ 121,488,772  
(C) 信 託 報 酬 等  △ 103,055  
(D) 当期損益金 ( A + B + C )  △ 88,907,397  
(E) 前 期 繰 越 損 益 金   499,757,495  
(F) 追 加 信 託 差 損 益 金   10,218,115  
(G) 解 約 差 損 益 金  △ 46,716,960  
(H) 計 ( D + E + F + G )   374,351,253  
 次 期 繰 越 損 益 金 ( H )   374,351,253  

(注1) (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みま
す。 

(注2) (C)信託報酬等は、外貨建て資産の保管費用等のことです。 
(注3) (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追

加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 
(注4) (G)解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元本から解約

価額を差し引いた差額分をいいます。 

 


